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　情報センターは、プレスリリースなどを発信する広報・メディ

アリレーション業務を担うほか、国際文化交流についてのトピッ

クを提供するウェブマガジン「をちこちMagazine」や年次報告

書の発行、ウェブサイト、ブログ、ツイッター、メールマガジン

などによる情報発信、国内連携事業、国際交流基金賞や地球

市民賞などの顕彰事業（P.8参照）、ライブラリーとイベントスペース

で構成される情報発信拠点「JFIC（Japan Foundation Information 

Center）通称：ジェイフィック」の運営、大学生などの本部への見学・

訪問受入れも担っています。

　ウェブマガジン「をちこちMagazine」では、国際文化交流に

関するさまざまなテーマで毎月特集を組み、2011年度は、「いま、

日本語でつながる」「3.11後の社会」「クールジャパンの今」「時

代と空間を越える文学」「韓国を、想う」「ドイツで北斎に出会う」

などの特集記事を掲載したほか、国際交流基金事業に関わっ

た専門家や国際交流基金職員による報告記事も多数掲載しまし

た。また、英語版の「Wochi Kochi Magazine」も発行を開始し

ました。

　JFICを活用したイベントも継続して実施しました。東日本大震

災を受けて、国際シンポジウム「新しい世界ネットワークの可能性：

文化で未来を切り開く―東北の心、アジアの声―」（共催：アサヒ・

アート・フェスティバル〈AAF〉実行委員会）、シンポジウム「災害情報は

どのように伝えられたか―多文化社会日本のメディア環境と課題

―」（共催：ＮＰＯ法人地球ことば村・世界言語博物館）を開催したほか、

若手アーティストを対象とした「AIR! AIR! AIR!　海外でステップ

アップを目指せ! 〈ノウハウ編〉」、在京大使館の文化担当官を対

ウェブマガジンの英語版を開始。シンポジウムで震災以降の世界の変化を語る
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象に震災後の日本の文化環境について情報提供を行った「カル

チュラル・ミーティング・ポイント」など幅広い対象へ向けたイベ

ントを実施しました。

　JFICライブラリーでは、国際交流基金の実施事業に関する資

料や、国際文化交流・文化政策に関する図書資料、外国語で書

かれた日本を紹介する図書・映像資料などを所蔵し、図書の貸

出やレファレンス・サービスを行っています。所蔵する貴重本な

どを紹介するミニ展示を月替わりで行っていますが、 2011年5月

から6月には「昭和初期のグラフィックに見るNIPPON―名取洋

之助・木村伊兵衛・土門拳」と題して特別展示を実施、これに

合わせて公開対談「日本工房と国際文化振興会」を開催しまし

た。

情報提供／国内連携
国際交流基金は主な３つの分野での事業のほかに、国内外の国際文化交流についての情報提供や、

企業と連携した事業展開、国際交流について大学と共同研究を行っています。

ここではそれらの活動について、そして京都支部の活動を報告します。

JFIC ライブラリー

： 

対談

52011 19 6 29木 水

5 31

6 18 土2011 14 16 0000

撮影：相川健一

［上］若手アーティストを対象にした対話
型セミナー「AIR! AIR! AIR!」

［左］1930～40年代の報道写真界を牽
引した名取洋之助、木村伊兵衛、土門
拳らの写真家と山名文夫、河野鷹志ら
のグラフィックデザイナーがつくり上げた
グラフ誌『NIPPON』で構成した展示
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　事業開発戦略室は、企業と連携した事業展開やデザインを

通じた若者の交流事業を通じた国際交流基金の商品開発など

を行っています。これまで、学生を対象とした風呂敷デザインの

国際コンテストを、さまざま開催してきましたが、2011年度は、

日独交流150周年（2011年）、日イスラエル外交関係樹立60周年
（2012年）をそれぞれを記念して、さらにポーランドと日本の文化

交流強化を企図し、ドイツ、イスラエル、ポーランドの３カ国を

対象としたコンテストを開催しました。「自国と日本の融合をイ

メージしたもの」というテーマで応募作品のなかから、それぞれ

のコンテストでの最優秀賞および優秀賞の2作品を製品化しまし

た。

　2012年開催の日韓学生パッケージデザイン交流事業に向け

て、事前広報と学生の意識づけを目的に日本と韓国のパッケー

ジデザイン協会の全面協力を得て、日本と韓国で学生対象のパッ

ケージデザインフォーラム・ワークショップを開催しました。

　また、東日本大震災に際して世界中から日本に寄せられた温

かい支援に対する日本人の感謝の気持ちを表し、あわせて日

本の復興への決意を伝えるために、映像作品『東日本大震災の

記憶−世界の絆に感謝−』を財団法人太平洋観光交流センター

デザインを通じて海外の若者と日本の交流を促進
事業開発戦略室

（APTEC）と共同制作し、国際交流基金の海外拠点など世界各地

で上映し、災害や震災からの復興に関するシンポジウム、東北

観光をテーマにする講演会などを行いました。

　これら事業のほか、海外における日系企業の社会貢献活動を

通した国際文化交流の推進に資する事業も継続し、2011年度に

は、マレーシアでの日系企業の社会貢献活動の調査を行いまし

た。

［左］イスラエル・日本の学生によるふろしきデザインコンテストのポスター
［右］日本と韓国で開催された学生対象のパッケージデザインフォーラム・ワーク
ショップのようす

　国際交流基金が青山学院大学と連携・協力して運営する国際交

流共同研究センター（Joint Research Institute for International Peace 

and Culture）は、国際交流についての研究、活動の分析・評価なら

びに国際交流技法の開発などの研究を実施し、その研究成果を広

く社会に還元することにより国際交流の発展に寄与することを活動

の目的としています。2011年度には、平和構築における文化の役割

に関するシンポジウムや多文化共生と国際交流に関する講演会な

どを開催し、研究紀要『Peace and Culture』第４巻を発行しました。

　京都支部は、関西圏のさまざまな国際交流の担い手とのネッ

トワークを活かしつつ、海外からの留学生・研究者など外国人を

対象とした日本文化紹介活動を推進しています。

　和菓子の手づくり体験や、酒造りの工程見学、錦織物の工房

訪問などの体験型プログラムや、能・狂言等の舞台公演、日本

映画の上映会など外国語解説付きのプログラムを通して、日本文

化に触れる機会を外国の人たちに提供しています。「国際交流の

夕べ——能と狂言の会」は1974年から実施し、2011年度で第 

38回目を迎え、会場は約420名の来場者で埋め尽くされました。

　また、国際交流基金が招へいする日本研究者による講演会、

セミナー、懇談会などを通じて、国際交流に関心をもつ市民と

の対話や交流を進めています。2011年度は、アレックス・ベイ

国際交流の技法を研究し、分析・評価する

関西圏の文化の担い手との連携し、国際交流を推進

国際交流共同研究センター

京都支部

［左］能「雪」  金剛永謹師　［右］狂言「鎌腹」  茂山千五郎師（右）　2点とも撮影：髙橋章夫

2011年7月にバンコク芸術文化センターで開催された国際シンポジウム「Reflecting 
Conflicts Through Cultural Initiatives: Perspectives from Southeast Asia」

Japan   Israel

国際交流基金（ジャパンファウンデーション）は、世界の全地域において、国際文化交流を実施する唯一の公的専門機関です。文化芸術交流、海外に
おける日本語教育、日本研究・知的交流を３つの主要活動分野として、国際相互理解を深め、平和な国際社会構築に貢献する活動を行っています。
　
The Japan Foundation is a Japanese public organization dedicated to implementing comprehensive international cultural exchange projects in every region of the globe.  
Through its activities, it contributes to the deepening of mutual international understanding and the building of peace in the international community.

  刊行物・グッズのご案内   をクリック

事業開発戦略室  〒160-0004  東京都新宿区四谷4-4-1　Tel: 03-5369-6061  Fax: 03-5369-6037
The Japan Foundation  Office for Project Development and Corporate Partnership  4-4-1 Yotsuya, Shinjuku-ku, Tokyo 160-0004, Japan

URL: http://www.jpf.go.jp

国際交流基金（ジャパンファウンデーション）、
在イスラエル日本大使館およびホロン・デザ
イン・ミュージアムは、「2012年日イスラエル
外交関係樹立60周年記念事業」として、イス
ラエルと日本の将来を担う学生を対象に、
「イスラエルと日本の融合をイメージした
もの」というデザインテーマのもと、「イスラ
エル・日本の学生によるふろしきデザイン
コンテスト」を実施しました。
このたび、応募総数184点の中から選ばれた
最優秀賞1点（イスラエル）、優秀賞１点（日本）
のデザインを用いた「JFオリジナルふろしき」
が完成しました。
ふろしきを通じて両国の交流が益々深まる
ことを願っています。

The Japan Foundation’ s Original 
Furoshiki Commemorating
 The 60th Anniversary of Diplomatic 
Relations between Japan and Israel
　
The 2011 Furoshiki Design Contest was held by 
the Japan Foundation, the Embassy of Japan in 
Israel  and the Design Museum Holon to 
commemorate 60 years of diplomatic relations 
between Japan and Israel. The design theme of 
the contest, aimed at Israeli and Japanese 
students, was furoshik i (wrapping cloths) 
depicting a fusion between Israel and Japan. 
From a total of 184 applications received, a 
Grand Prize winner from Israel and a Prize for 
Excellence from Japan were selected. These 
two designs were used to create original Japan 
Foundation furoshiki.
It is our hope that the furoshiki will help to 
promote further cultural exchange between 
the two countries. 
 

　Japan Foundation
Embassy of Japan in Israel 

Design Museum Holon

日本の伝統と
世界の若いクリエーターの
感性から生まれた

Designs Born of Japanese Traditions 
and

 the Outlook of Creative Young People 

2012年日イスラエル外交関係樹立60周年記念
［JFオリジナルふろしき］

 国際交流基金
（ジャパンファウンデーション）

在イスラエル日本大使館
ホロン・デザイン・ミュージアム

◆素材： 綿　◆サイズ： 約70cm×70cm
• Material: cotton  • Size: About 70cm × 70cm 

◎この商品の売り上げの一部は、国際交流基金が行う
　国際文化交流事業のために使われます。

• A part of the proceeds of this product will be used for the cultural  
  exchange programs conducted by the Japan Foundation.

2012年　日イスラエル外交関係樹立60周年記念  イスラエル・日本の学生のためのふろしきデザインコンテスト

［最優秀賞］ [Grand Prize Certificate]

鳩の羽ばたきは、調和と平和、バランス、
美を象徴している。両国の文化がお互い
の価値を認め合い、より良い未来に向
かって力を合わせる様子をデザインした。
　
"The Wing-Flap of a dove represents 
Harmony & Peace, Balance and Beauty.
T w o  c u l t u r e s  o f  t w o  n a t i o n s  
complimenting each other,  working 
together for a better future."

Wing Flap

School

ベツァレル美術デザイン学院
Bezalel Academy

Designer

ディクラ・ヘン・サール
Dikla Chen-Saar

［イスラエル］ [Israel]

［優秀賞］ [Certificate of Excellence]

畳は日本の和室の象徴、燭台はイスラエ
ルの象徴である。この二つを組み合わせ
て和室に燭台を置いたイメージにした。
このように文化を混ぜることで友好が深
まるように願っている。
　
Tatami mats are the symbolic element of 
Japanese rooms, while candlesticks 
symbolize Israel .  This design brings 
together these two elements to create the 
image of a Japanese room interspersed 
with candlesticks. My hope is that this sort 
of cultural combination will help to deepen 
the ties of friendship between the two 
countries. 

Tatami Mat and Candlesticks

School

名古屋モード学園　インテリア学科
Interior Design, Nagoya Mode Gakuen

Designer

児島  翔太
Shouta Kojima

［日本］ [Japan]

FUROSHIKI
DESIGN CONTEST

ツ氏（米国）による ｢災害と文学：関東大震災｣ についての講演会

等を実施しました。


